
認定申請書の記入内容
1.修得した（見込みを含む）地域志向科目名、単位、評価、修得時期

● 福井大学 地域連携推進課 ……………… TEL：0776-27-9940 E-mail : rcp@ad.u-fukui.ac.jp

● 福井県立大学 教育推進課 ……………… TEL：0776-61-6000(代表) E-mail : kyouiku@fpu.ac.jp

● 福井工業大学 学務課 …………………… TEL：0776-29-7865 E-mail : kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

● 仁愛大学 学生支援センター学務課 …… TEL：0778-27-2010(代表) E-mail : gakusei@jindai.ac.jp

● 敦賀市立看護大学 教務学生課………… TEL：0770-20-5540 E-mail : kyomu@tsuruga-nu.ac.jp

● 福井医療大学 事務室教務学生係……… TEL：0776-59-2200 E-mail : kyoumu@fukui-hsu.ac.jp

● 仁愛女子短期大学 総合学務センター学び支援課 … TEL：0776-56-1133（代表）　E-mail : gakusei@jin-ai.ac.jp

● 福井工業高等専門学校 学生課………… TEL：0778-62-8209 E-mail : kyomu@fukui-nct.ac.jp

担
当
窓
口

「ＦＡＡふくいアカデミックアライアンス」参加高等教育機関
まずは自分自身が所属する高等教育機関の担当窓口までお問い合わせください。

ふくい地域創生アワード
「ふくい地域創生士」に認定された者のうち、地域での活動や研究成果などの
顕著な業績がある場合、「ふくい地域創生アワード」を表彰します。表彰を希望
する場合は、主に４年次以降に申請します。

『ふくい地域創生アワード』表彰の申請は、
「地域の課題解決に繋がる実践活動や地域
連携活動の実績、地域の持続的発展や地域
産業の振興に繋がる研究成果などの顕著
な業績」を300字程度で記載し、指導教員
等の推薦を受けて申請します。

地域志向科目の修得や地域での活動経験、ならびに専門知識やその応用力を活かして、地域のどのような課題に向き合
いどのように貢献していきたいか記載（１～３の内容を４の推薦教員に口頭説明の上、推薦を受けることになります。）

2.インターンシップ、PBL、地域貢献活動、研究成果等（４００～８００字以内）

3.所信（４００字程度）

4.推薦教員の所属、職名、氏名（推薦教員が記入）

← 申請書は
　 WEBサイトより
　 ダウンロード

http://www.allfukui-cocp.jp/sousei/

【地域志向科目】とは？
県内の全高等教育機関が地域理解と課題解決力養成のための科目として設定します。Fスクエア（アオッサ）で共同開講
する科目もあります。

共同開講する科目については、オンライン方式や集中講義など、他高等教育機関の学生も受講しやすい環境作りに努めています。

・地域創生　　・福井の経済　　・地域の自然と環境　　・恐竜　など

・SDGｓ　・ウェルビーイング　　・地域の防災　　・産業デザイン　など

・原子力　　・カーボンニュートラル　　・データサイエンス　　・観光　　・国際　など

授業場所 福井県内の各高等教育機関 Fスクエア（アオッサ）

３つの地域志向科目とその内容（例）

地
域
創
生
士

ふくい

参加学生募集

県内全ての高等教育機関、産業界、医療界、金融界、自治体などが連携して、地域社会の維持発展を図る取組を推進するために設置した連携組織です。
未来協働プラットフォームふくい

地域の自然・社会環境を理解する科目1

3 現場で活きる専門能力応用科目

2 課題解決・実践力養成科目
地

ど
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な
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県内全ての高等教育機関と
産業界・自治体等が連携・協力し、
オール福井で「ふくい地域創生士」を
育てます。



学び

知識・能力を
修得

課題解決に取り組む人材を
輩出するとともに、
出口（就職）を意識しながら
地元定着を推進

活動

地域創生に寄与

地域

就職活動での
アピールポイント
として活用

採用試験の
応募資格に
なっている

企業や自治体等の
人事担当者との
座談会に参加 ●各高等教育機関が定める【地域志向科目】12単位以上の修得＋地域での活動（インターンシップ等）

※福井工業高等専門学校は本科４年次～専攻科１年次

１～３年次

●認定の申請期限（各高等教育機関の担当窓口で受付）
●認定申請書に必要事項を記入し、指導教員等の推薦を受けて申請
※福井工業高等専門学校は専攻科１年次。
※大学の学部によっては申請を４年次以降と指定している場合もあります。

３年次

10月末START

●FAAふくいアカデミックアライアンスが
　認定者を決定
●認定証授与式を開催

●各高等教育機関で認定の審査開始
●認定の申請後、認定見込証明書を交付
   （就職活動で必要な場合に各高等教育機関の担当窓口で交付申請）

●認定見込学生と企業・自治体等の人事担当者との座談会を開催
●各高等教育機関が認定候補者を選出しFAAふくいアカデミックアライアンスに推薦

３年次

11月以降

3年次
3月

創生士
認定

認定
審査

認定学生のメリット

就職活動でエントリーシートへ記載するなど、
アピールポイントとして活用してください。なお、
認定を受ける前でも一定の条件を満たしていれ
ば、希望に応じ「ふくい地域創生士認定見込証
明書」を交付します。

県内企業や自治体等へも制度が浸透してきて
おり、例えば「ふくい地域創生士」の認定を受け
ていると福井県職員採用Ⅰ種試験（アピール枠
〈行政〉に応募できます。

申請年度（主に３年次）の12月頃に座談会を開
催。自身の活動内容をアピールするとともに、企
業や自治体等が求める人材像を把握できるな
ど、就職に向けて有意義な場となることが期待
されます。

福井県を始めとした「地域」を学びや活動の場として、必要な知識・能力を身に付け、その地域の課題解決に取り組むことができ
る人材を輩出するとともに、出口（就職）を意識しながら地元定着を図り、地域創生に寄与することを目的としています。

地域を学び、自分を知ることにより、「地域に貢献できる人材」と認定された証です。

【地域志向科目】の修得及び地域での活動を通して次の３つの知識・能力を身に付けます。

誰が認定？ 認定要件
制度設計は、「未来協働プラットフォームふくい」で
高等教育機関と産業界等が協力して行い、認定は、
各高等教育機関からの認定候補者の推薦に基づき
「FAAふくいアカデミックアライアンス」（県内全ての
高等教育機関で組織）が行います。認定者には認定証
を交付します。

地域の自然・
社会環境に関する
基礎的知識

地域の課題に向き合い、
包括的専門知識を応用し
解決に繋げようとする素養

地域の職業現場・
産業界の現状理解と、
高度専門職業人としての

目的意識

1 2 3

❶【地域志向科目】12単位以上を修得

❷地域での活動
　  インターンシップ、PBL、地域貢献活動、研究成果等

創生士
認定

地域をフィールドに、課題を知り、様々な体験や人と出会い、成長する。

認定までの
スケジュール

認定制度の目的は？ 求める3つの知識・能力

ふくい地域創生士とは？


